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【成果】スイッチを使い、写真をとる作業や画面をタッチすることで行える背景描きは、いろんな生徒が行うことができ、生徒会の三役がそれぞれに
頑張って、一つの新聞を作り上げる経験ができた。三人でひとつのものを作ることで生徒会の一員という連帯感も高まったように思う。

【課題】「UPAD」がiPadの最新OSに対応していないこと。無線環境の整備。
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「３人で生徒会新聞を発行しよう！」

【使用アプリ、機器等】：「UPAD　Lite」、Airprint対応プリンタ、Wi-Fiルーター、iPadタッチャー、ビックス
イッチ

【内容・授業の様子】：「UPAD」は簡単なノートアプリで、写真を貼り付けたり、文字を打ち込んだり、
手書きも書き込むことができる。そこで、写真機能にスイッチを接続し撮りやすくしたり、背景の模様
の描画を書き込んだり、メッセージを考え、打ち込んだりと役割分担をしながら、生徒会新聞を作り上
げていった。


